
①

聴
員
そ
の
他

（
主
に
「
任
免
関
係
原
議
綴
」
に
よ
る
。
）

昭
和
二
十
年

一
月
二
十
一
日

れ
る
。

同
月
三
十
一
日
岡
四
郎
は
本
校
教
務
（
生
徒
課
勤
務
）
を
、
後

藤

年

彦

（
昭
和
八
年
彫
金
部
卒
）
は
本
校
事
務
（
文
庫
課
勤
務
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

二
月
十
日
生
徒
主
事
補
兼
助
教
授
入
谷
昇
は
彫
刻
科
兼
務
を
命
ぜ
ら
れ

る
。

三
月
―
―
-
+

―

日

飯

田
喜
代
鏡
（
大
正
十
五
年
彫
金
部
卒
）
は
本
校

事
務

（
庶
務
課
勤
務
）
を
嘱
託
さ
れ
る
。

五
月
十
日
助
教
授
西
田
正
秋
、
日
下
喜
一
郎
は
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

六
月
一
日
元
教
授
結
城
素
明
は
本
校
名
替
教
授
の
名
称
を
贈
ら
れ
る
。

七
月
一
日
講
師
田
中
喜
作
死
去
。

同
月
十
六
日
教
授
清
水
南
山、

依
願
免
本
官
と
な
る
。

同
月
二
十
六
日
講
師
大
沢
三
之
助
死
去
。

同
月
―
―
-
+
―
日
嘱
託
斎
藤
幸
晴
、
依
願
解
嘱
と
な
る
。

八
月
二
十
日
購
師
新
規
矩
男
は
陸
軍
教
授
を
解
任
さ
れ
る
。

十
月
五
日
事
務
官
山
下
民
蔵
は
文
部
理
事
官
に
任
命
さ
れ
、
愛
知
第
一
師

範
学
校
書
記
小
林
義
郎
が
本
校
事
務
官
に
任
命
さ
れ
る
。

同
月
六
日
嘱
託
本
多
利
時
死
去
。

第
五
節

吉
村
順
三
（
昭
和
六
年
建
築
科
卒
）
は
助
教
授
に
任
命
さ

昭
和
二
十
年

卒
業
生
姓
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日

本

画

科

池

田

窟

久

一二
郎

飯

田

彰

一

小

野

一

郎

多

恵

章

雄

坂

田

市

太

郎

内

藤

秀

夫

油

画

科

② 

卒
業
式
省
略

十
二
月
二
十
八
日

る。

日

下

村

矢

島村富居

貞

男お
さ
む

ー

―

•
1
ー

A
J"
 

中 吉土 林

茂 敏 邦 俊

久 郎雄 二

瀧渡大 辻
彫 彫
刻 川 部 塚刻
科 科

文 木 睦塑
彫 造

彦部博高夫部

沼

田

朗

同
月
―――
十

一
日
山
川
猛
は
工
芸
技
術
講
習
所
屯
唱
品
に
任
命
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
四
日
脇
本
十
九
郎
（
楽
之
軒
）
は
日
本
美
術
史
授
業
担
任
講

師
を
嘱
託
さ
れ
、
文
庫
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

生
徒
主
事
補
兼
助
教
授
入
谷
昇
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ

昭
和
二
十
年
三
月
一一
十
三
日
に
行
わ
れ
る
べ
き
筈
で
あ
っ
た
第
五
十
五
回
卒

業
証
書
授
与
式
は
、
戦
局
が
緊
迫
し
た
た
め
省
略
さ
れ
、
新
卒
業
生
に
次
の
通

知
が
な
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

新
卒
業
生
へ
通
知
案

時
局
二
鑑
ミ
卒
業
證
書
授
輿
式
ハ
省
略
可
致
二
付
卒
業
證
書
ハ
―
―一
月
二
十一
――

日
以
後
庶
務
課
二
於
テ
受
領
セ
ラ
レ
度
此
段
及
通
知
候
也

年

月

本

校

卒
業
生
宛
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